
横
田
基
地
か
ら
三
沢
ま
で

一
時
間
半

？

オ
ス
プ
レ
イ
は
安
全
性

に
問
題
が
あ
る
と
い
い
ま

す
。
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
の
様
に

垂
直
離
発
着
出
来
、
水
平
飛

行
時
に
は
プ
ロ
ペ
ラ
を
垂

直
に
回
転
さ
せ
て
ス
ピ
ー

ド
を
増
し
ま
す
。

公
表
さ
れ
て
い
る
速
力
を

見
て
驚
き
ま
す
。
巡
航
速
度

が
時
速
四
四
六
㌔
。
と
い
う

こ
と
は
一
時
間
強
で
横
田

基
地
か
ら
三
沢
に
来
ら
れ

る
と
言
う
事
で
す
。
航
続
距

離
が
三
五
九
〇
㌔
と
言
う

こ
と
は
沖
縄
ま
で
も
飛
ん

で
行
け
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。

昨
年
八
月
オ
ス
プ
レ
イ
初
訓
練

昨
年
八
月
の
青
森
県
紙

を
み
る
と

「
北
海
道
を
舞

台
と
す
る
日
米
合
同
訓
練

中
に
オ
ス
プ
レ
イ
Ｍ
Ｖ
２

２
が
二
二
日
飛
来
し
、
三
沢

市
と
六
ヶ
所
村
に
ま
た
が

る
三
沢
対
地
射
爆
撃
場
で

昼
夜
一
回
ず
つ
の
初
訓
練

を
行
っ
た
。
訓
練
内
容
は
不

明
だ
が
、
搭
乗
海
兵
隊
員
が

射
撃
の
訓
練
を
行
っ
た
」
と

報
じ
て
い
ま
す
。
地
元
平
和

団
体
か
ら
訓
練
中
止
の
要

請
書
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

高
レ
ベ
ル
廃
液
事
故
を
防
げ
！

六
ヶ
所
再
処
理
工
場
に

は
電
源
が
途
絶
え
る
と
沸

騰
や
水
素
爆
発
す
る
高
レ

ベ
ル
放
射
性
廃
液
が
、
ガ
ラ

ス
固
化
も
さ
れ
ず
貯
蔵
さ

れ
て
い
ま
す
。
近
接
地
で
あ

り
非
常
に
危
険
で
す
。

《天恵の海》
２０１８（平成 ３０）年

４月 ３０日

第１８９号
編集事務局 S.Oshida

ＴＥＬ・ＦＡＸ 019-623-1636

三陸の海を放射能から守る

岩手の会（略称）三陸の海・岩手の会

郵便振替 02240-5-102650

ホームページ《再処理／岩手の環境》
http://sanriku.my.coocan.jp/
《本紙の全バックナンバー掲載》

四
月
五
日
ア
メ
リ
カ
軍
の
オ
ス
プ
レ
イ
Ｃ
Ｖ
２
２
五
機
が

東
京
の
横
田
基
地
に
飛
来
し
轟
音
を
発
し
て
次
々
に
舞
い
降

り
ま
し
た
。
横
田
基
地
正
門
前
で
は
、
急
遽
、
市
民
グ
ル
ー
プ

に
よ
る
抗
議
の
集
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

米
軍
の
公
表
で
は
、
今
回
横
田
基
地
配
備
の
オ
ス
プ
レ
イ
は

訓
練
区
域
と
し
て
東
富
士
演
習
場
、
三
沢
対
地
射
爆
撃
場
、
沖

縄
の
訓
練
場
を
挙
げ
て
い
ま
す
。
青
森
県
に
あ
る
三
沢
対
地
射

爆
撃
場
は
天
ヶ
森
射
爆
場
と
も
言
い
六
ヶ
所
再
処
理
工
場
に

近
接
す
る
場
所
に
あ
り
ま
す
。

万
が
一
再
処
理
工
場
へ
の
誤

爆
や
墜
落
事
故
が
あ
れ
ば
、
核
災
害
に
発
展
す
る
可
能
性
が
あ

り
福
島
原
発
事
故
以
上
に
危
険
で
す
。

折
し
も
、
朝
鮮
半

島
の
非
核
化
と
南
北
平
和
体
制
の
構
築
が
提
起
さ
れ
国
際
的

動
き
が
活
発
化
し
ま
し
た
。
極
東
の
安
全
と
平
和
の
観
点
か
ら

も
再
処
理
工
場
の
危
険
性
は
注
視
さ
れ
る
べ
き
で
す
。

広
島
原
爆
死
の
灰
の

約

五
八
〇
〇
倍
の

（セ
シ
ウ
ム
１
３
７
で
比
較

）

膨
大
な
放
射
能
量
の

高
レ
ベ
ル
放
射
性
廃
液
が

溜
ま
っ
て
い
る

オスプレイ MV22 の性能

◆乗務員 4 人定員 24-32 人

◆最大離陸重量 27.4 ㌧

◆速度 巡航 446km/h

最大 565km/h

◆航続距離 3590ｋｍ
「ウィキペディア」より

横浜米軍岸壁に揚陸された

オスプレイ CV22（４月４日）

飛
来
し
た
オ
ス
プ
レ
イ

Ｃ
Ｖ
２
２
（
４
月
５
日
）

（
Ｔ
Ｖ
ニ
ュ
ー
ス
画
面
か

ら
）

「田中龍作ジャーナル」 よ

＊国連科学委員会 2000 年報告（広島

原爆）と、政府答弁書（2013.2 六ヶ

所再処理工場の廃液量）で比較



■
危
険
な
廃
液
の
量
は
？

未
処
理
の
高
レ
ベ
ル
放
射

性
廃
液
は
二
二
三
立
方
㍍

ア
ク
テ
ィ
ブ
試
験
で
発

生
し
た
高
レ
ベ
ル
放
射
性

廃
液
（
以
下
「
廃
液
｝
）
の

ガ
ラ
ス
固
化
が
始
ま
っ
た

の
は
二
〇
〇
七
年
十
一
月

か
ら
で
し
た
（
表
１
）
。

現
在
ま
で
に
ガ
ラ
ス
固

化
出
来
た
の
は
約
一
二
五

立
方
㍍
で
、
製
造
の
ガ
ラ
ス

固
化
体
は
三
四
六
本
で
す
。

し
か
し
、
そ
れ
は
廃
液
の
う
ち

の
半
分
に
も
満
た
ず
、
現
在

二
二
三
立
方
㍍
も
の
未
処

理
の
液
体
が
溜
ま
っ
た
ま

ま
で
す
。
ガ
ラ
ス
固
化
し
て

も
危
険
で
す
が
、
液
体
の
ま

ま
で
は
も
っ
と
不
安
定
で
、

頑
丈
な
貯
槽
に
入
れ
て
厳

重
な
管
理
が
必
要
で
す
。
す

な
わ
ち
冷
却
し
な
け
れ
ば

崩
壊
熱
で
沸
騰
し
、
強
い
放

射
線
は
水
を
分
解
し
水
素

を
発
生
さ
せ
る
た
め
掃
気

し
な
け
れ
ば
爆
発
し
ま
す
。

ガ
ラ
ス
固
化
作
業
も
、
次

第
に
性
能
が
落
ち
て
来
て

い
る
こ
と
が
、
表
１
の
途
中

経
過
か
ら
分
か
り
ま
す
。
開

始
直
後
は
固
化
体
一
本
あ

た
り
の
廃
液
の
量
は
〇
・

五
三
立
方
㍍
で
し
た
が
後

半
は
〇
・

三
三
立
方
㍍
で

す
。
予
定
量
の
廃
液
が
入
っ

て
い
な
い
固
化
体
が
出
来

て
い
ま
す
。

■
Ｉ
Ａ
Ｅ
Ａ
へ
の
報
告
の
怪
？

六
ヶ
所
再
処
理
工
場
の
廃

液
は
「ゼ
ロ
」！

の
報
告
？

国
際
原
子
力
機
関
（
Ｉ
Ａ

Ｅ
Ａ
）
は
国
際
条
約
に
よ
り

四
年
毎
に
、
各
国
に
高
レ
ベ

ル
放
射
性
廃
液
な
ど
の
核

廃
棄
物
の
貯
蔵
量
の
報
告

を
求
め
て
い
ま
す
。

と
こ
ろ
が

表
２
の
よ

う
に
六
ヶ
所
再
処
理
工
場

が
貯
蔵
す
る
高
レ
ベ
ル
廃

液
の
量
が
「
二
〇
一
四
年
と

二
〇
一
八
年
」
の
い
ず
れ
も

「
ゼ
ロ]

に
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
点
を
質
し
ま
し
た
。

驚
い
た
こ
と
に
政
府
答

弁
書
で
は
「
日
本
原
燃
の
線

量
等
報
告
書
を
そ
の
ま
ま

転
載
し
た
」
と
い
う
の
で
す
。

東
海
再
処
理
工
場
と
六
ヶ

所
再
処
理
工
場
で
、
事
実
と

異
な
る
報
告
を
政
府
は
国

際
機
関
に
報
告
し
た
の
で

し
ょ
う
か
？

こ
れ
で
は
、

国
際
的
に
は
、
六
ヶ
所
再
処

理
工
場
に
は
「
高
レ
ベ
ル
廃

液
は
な
い
」
と
認
識
と
さ
れ

ま
す
。

■
東
海
再
処
理
工
場
は
「
廃

液
ゼ
ロ
を
め
ざ
し
て
い
る
」
の

に
六
ヶ
所
工
場
は
「め
ざ
さ

■
同
じ
廃
液
な
の
に
？

な
い
」
？

廃
液
の
ガ
ラ
ス
固
化
に

つ
い
て
、
六
ヶ
所
再
処
理
工

場
は
、「
供
用
中
の
核
施
設
」

で
は
な
く
「
建
設
中
の
核
燃

料
施
設
」
で
あ
る
か
ら
、
高

レ
ベ
ル
廃
液
は
そ
の
ま
ま

冷
却
の
継
続
と
す
る
。
東
海

再
処
理
工
場
は
廃
液
の
早

期
安
定
（
ガ
ラ
ス
）
固
化
を

進
め
、
六
ヶ
所
再
処
理
工
場

は
先
行
さ
せ
な
い
、
と
の
事

で
す
。
廃
液
は
東
海
の
も
の

も
六
ヶ
所
の
も
の
も
同
じ

よ
う
に
「
超
危
険
物
」
で
あ

り
区
別
は
あ
り
ま
せ
ん
。

■
ガ
ラ
ス
溶
融
炉
の
欠
陥

国
は
現
在
の
ガ
ラ
ス
溶
融
炉

の
欠
陥
を
解
決
す
る
責
任
が

あ
る
。

ガ
ラ
ス
固
化

体
の
製
造
方

式
を
、
「
ジ
ュ

ー
ル
加
熱
方

式
」
か
ら
英
仏
式
の
「
高
周

波
誘
導
加
熱
方
式
」
へ
変
更

す
る
こ
と
を
提
言
し
ま
し

た
が
、
「
答
弁
書
」
で
は
事

業
者
が
判
断
す
る
こ
と
だ

と
し
国
の
判
断
を
避
け
ま

し
た
。

■
国
は
真
実
を
解
明
し
、
国

民
に
説
明
す
る
べ
き
だ

福
島
原
発
事
故
で
は
、
電

源
喪
失
か
ら
二
四
時
間
後

に
水
素
爆
発
が
起
き
ま
し

た
。
六
ヶ
所
再
処
理
工
場
で

は
電
源
が
喪
失
す
る
と
約

七
時
間
で
水
素
が
爆
発
濃

度
に
達
す
る
と
原
燃
が
報

告
し
て
い
ま
す
。
政
府
と
し

て
、
不
安
定
で
危
険
極
ま
り

な
い
高
レ
ベ
ル
廃
液
を
、
そ

の
ま
ま
液
体
状
で
貯
蔵
し
、

国
民
へ
潜
在
的
脅
威
を
与

え
続
け
て
い
い
の
か
、
と
質

問
し
ま
し
た
が
答
は
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。

表１ 六ヶ所再処理工場 高レベル廃液ガラス固化の実績（政府答弁書）

項目
アクティブ

試験開始

～ 現在

うち途中経過
未処

理量２００７．１１

～ ２００８．１

２００８．２

～ ２０１８．２

処理された廃液量 （ｍ3） 125 30 95 223

ガラス固化廃棄物の容器（本） 346 57 289 430

１体あたりの廃液の量（m3） 0.36 0.53 0.33 0.52

表２ 国際原子力機関（ＩＡＥＡ）への日本政府報告書 ２０１４年

施設

ガラス固化

廃棄物

高レベル放

射性廃液

容器数 ｍ３

日本原子力研究開

発機構（ＪＡＥＡ）
再処理工場 247 415

日本原子力燃料

（株）（ＪＮＦＬ）

再処理工場 346 0

貯蔵施設 1442 0

総計 2035 415

六ヶ所再処理工場の高レベル廃液二
月
二
七
日
の
市
民
と
担

当
官
の
意
見
交
換
会
を
踏
ま

え
川
田
龍
平
参
議
院
議
員
を

通
じ
て
安
倍
内
閣
に
質
問
主

意
書
を
提
出
し
て
戴
き
ま
し

た
。
四
月
六
日
に
政
府
答
弁

書
が
届
き
ま
し
た
。
そ
の
う

ち
六
ヶ
所
工
場
に
つ
い
て
の
要

点
、
５
項
目
を
報
告
し
ま
す
。

大
量
の
高
レ
ベ
ル
放
射

性
廃
液
を
抱
え
て
、

戦
争
は
国
家
破
滅
の
道

先
ず
早
急
に

ガ
ラ
ス
固
化
を
！

国民に真実を伝え

国会で十分な審議を尽くせ。
原発や再処理についても、信頼なき政

治は、事故の危険性をもたらします。
４月 14日国会前（Ｕチューブ動画）


